
生涯を見通した
切れ目ない支援の

実現

インクルーシブ教育
システムの基盤作り

教育・福祉・医療等が
一体となった
支援体制の確立

～ インクルーシブな社会を支える特別支援教育の充実 ～

・個に応じた適正な教育課程の編成
・特別支援教育に関する研修の充実
・通級指導教室の有効な活用
・適正な就学判断

・「個別の教育支援計画」の活用
・トライアングルシートの活用
・信頼や尊重し合える関係性の構築
・将来を見通したステージごとの丁寧な接続

インクルーシブな社会を支える特別支援教育の充実



個に応じた適正な教育課程の編成

•一人ひとりの障がいや特性および発達段階等に応じた支援

•原則として週の授業時数の半分以上特別支援学級で学ぶこと
を目安とするが，丁寧な説明と保護者，本人の十分な理解を
前提に進める

•自立活動を取り入れる（6区分27項目）

•各教科を合わせた指導の充実

特別支援学級

音楽
歌唱・演奏

☆ 生活単元学習 授業例

｢○○パーティーをしよう」

国語
聞く･話す･読む・書く

算数（数学）
数量の基礎・数と計算

図工（美術）
工作・絵画

道徳
主として他の人とのかかわり
集団や社会とのかかわり

自立活動
コミュニケーション

生活単元

インクルーシブな社会を支える特別支援教育の充実



個に応じた適正な教育課程の編成

・通常の学級における学習

→交流が実施しやすい学校のシステム作り

  時間割の工夫
基礎的環境整備（ＵＤ）   
合理的配慮
学習活動，単元等の考慮など柔軟な対応

・特別支援学校と小・中学校との交流（居住地校交流）

交流及び共同学習

インクルーシブな社会を支える特別支援教育の充実



個に応じた適正な教育課程の編成

•興味・関心をもつ課題設定

•教材・教具の工夫

• 「できた！分かった！」達成感

児童生徒が主体的・意欲的に取り組む授業

指導内容・方法の吟味

分かる喜びや学ぶ意義を実感できない授業は

児童にとって苦痛であり，児童の劣等意識を助長し，

情緒の不安定をもたらし，様々な問題行動を

生じさせる原因になるとも考えられる。
小学校学習指導要領解説（総則編）
第３章 教育課程の編成及び実施 第４節 児童の発達の支援

インクルーシブな社会を支える特別支援教育の充実



個別の教育支援計画の活用

・校内委員会をはじめとした組織的な対応を

→課題の確認と支援方法の検討

→連携機関の確認，支援の役割分担等

・保護者との話し合いによる合意形成

作成にあたって

活用にあたって
・年２～3回の保護者面談，支援の評価・改善，指導内容の見直し

・関係機関との連携により，個に応じた合理的配慮を継続的かつ

組織的に実施

→進級進学の引継ぎ資料 （切れ目ない支援）

インクルーシブな社会を支える特別支援教育の充実



トライアングルシートの活用

インクルーシブな社会を支える特別支援教育の充実
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各種ガイドブック

◼ 特別支援学級の授業づくりガイドブック

◼ 個別の教育支援計画作成と活用のためのQ&A

◼ 管理職と担任のための特別支援教育ガイドブック

インクルーシブな社会を支える特別支援教育の充実
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